
北

〇 〇海

不 北道

在 海公

平 者 道示

成 投 選第

十 票 挙 道
四 を 執 選
年 行 行 挙号

九 う 規 管

北 海

〇 〇 〇 〇 〇
一 都 建 軽 平
般 市 築 油 成
競 計 基 引 十
争 画 準 取 三
入 札 法 法 支 税 公 年
札 幌 に に に 度庁
の 医 よ よ 係 財

告実 科 る る る 団

道 公 報

〇 〇 〇 〇 〇 〇
北 北 半 公 一 知
海 海 島 共 般 事
道 道 振 測 競 権
収 の 興 量 争 限

公 入 指 法 の 入 に
証 定 に 実 札 係
紙 金 よ 施 の る
の 融 る の 実 保

第

〇 〇 〇 〇 〇
北 特 平 大 一
海 定 成 規 般
道 調 十 模 競
林 達 四 小 争
業 契 年 売 入 告
改 約 度 店 札
善 に 後 舗 の
資 係 期 立 実

号

毎
週
火
・
金
曜

月 こ 程 理
三 と の 委告
日 が 一 員

で 部 会
き を 告
る 改 示
病 正

火 院 す
等 る

曜 の 規
指 程

日 定
の

施 大 開 道 示 特 告 法
学 発 路 約 人
告 行 の 業 都
示 為 位 者 道
に 置 の 府
関 の 指 県
す 指 定 会
る 定 の 館
工 取 災
事 消 害
の し 共
完 済
了 事

表 元 機 市 通 施 安
売 関 町 知 林
り 及 村 の
さ び 道 指
ば 収 の 定
き 納 代 の
人 代 行 解
及 理 工 除
び 金 事 の
売 融 の 予
り 機 完 定
さ 関 了
ば の

金 る 実 地 施 示 目
収 入 施 法
納 札 技 第
事 の 能 五
務 公 検 条
の 告 定 第
私 試 一
人 験 項
委 の （
託 実 新
の 施 設
一 ） 次
部 の

日
発
行

一
部
改

示 正

業
経
営
状
況

（ （
税 管
務 財
課 課

き 一
人 部
の 改
指 正
定
の
一
部 （
改 建（ （ （

物 正 道 設 計
品 路 部 画（ （
管 経 計 総 管 治
理 理 画 務 理 山
課 課 課 課 課 課

改 届
正 出

（
三（

水 件
産 ）
林
務
部（ （ （ （

林 企 人 地 環
業 画 材 域 境
振 調 育 産 政
興 整 成 業 策 発行
課 課 課 課 課

北 海 道
（総務部法制文書課）

一 一
三 三

４
を
条 申申査

約 審

イウ契

類っを 書行 請項 請

） ）

一 一 一 一 一
二 二 二 二 一

３
こ条とら

る条るるなア

該と付件こな申

当こ件

。請

入 物。一付ろい

の

に競般よ

札 品般一に

） ） ） ） ） ）

一 一 一 一 一
一 一 一 一 〇 九

２
納札の平格道当

入次資
有行物

にい成をが該

参ず

る指の

加れ年すう品 入
すに北

） ） ） ） ）
電話

ペ
ー

九 八 五 二 一 ジ 印刷

ーン達

調環パイ調納契

す入約 を情ソクを

達境
るシルェる

す報ナジ

－ －
（内線 ）
－ －

富士プリント

札 と成
の平入

次

１

お

示 の 般月
一９付

り年に

所

出き場 方提とす

のた

け郵北電査
審

、

法先は

道番果

請れ便海話結

申

申

類な号環号を

書ば番

のら境

請 生 提な

競りの は

出い－活－者

２

時 地 し入争、

、 関争
自 要参札の期

方 、札入

平

法 仕資あ及

治 求加で

成

施 様格るび

行 書のの
令 に審でに

記査、掲年

和 の札る月

昭 載入げ９

要に資３

と競害 場るも海こ名障
生

に当告。争発

者該道

要る第札時

所必す示入
に等 なこ
又す、

す別資と号関に
や

こ指はる速

る途格。

な

がす成名か

と示平指
を 有る

賃スコッ賃

り場年停対

ピプ物

貸テント借期期

等

物にュリ品日間

借ム

の

等用タタの

品使ーン
１様成成範

のす仕平平
囲

名る３

称パ台台等

で

及ソ年年内

びコ

札１１平

数ン入月月、

入事

争日る 競３

す
量等

札項

下
以

に

い
と
」

札
入

部 先。

通 環－ の
指境知
す 示北室

る

札政内 よ道境。

に海環

作幌策線 り
成市課

し中－

一 た央

書３

請北

申区

政 等加を

年 件参格日

第 満よす）

令 をし有火

たうるか

号 しとから

） てすど

る者か 第 いるう日

こはの火

をア査ま の

と、審） 条

応
明ら申 の

証かをで ５

れ取

る海さの

得所北止
なと

示いこ

告てる

。道
にとき

号こで

９いが

第

有

るを

す制

定体

規。る

説日日成

物

一明か

式書金ら年

及）平

１び成月

月要

月限

た仕３を

あ求年日
度

り様

の書

で該

価よま当

単に日に

実
を

）
。
う

。。契

）る 堀
事

知

。道

る海

す北

施

し目

出丁

提６

を西

類条

規

たまし の

しウ請 ２

な

定れ に

のにけ 定

もでな こ

のる

品す
あよめば

で

だ期
た約

の
借。

貸と

賃

也
達

算長
予延

、を
し間



所の細

し契こ詳

算アイ

関札、

合に入は

た約名

額る執札 在 金すの入

計
に事行説

北 海

開に入落免な

要そ号か

金決事、

札掲札札税お
費 の時る額定業消

のげ
札に当で税

に入等に者

及係たあ相

お

道 公 報

８９

１格

郵郵落北項契

規月

便札約 海 交便の１

付財 び定当 等者書 道 及
報より

務 電にた にの作
の 方則 にりの

よ決成 規

よ定単 る定

第

６７

入開開札札札交

入入入

札札札付 証証明

保保説
場 びび交

及及の

金金書

契契付 日場日

号

５
海札入

北入

平道執
成

札 札行
十幌の
四市場

年場 中所

九

称地、書

１務は明

央及

満当開よ

未担公に

円を

話る。

のす北郵電する

数組道番番。

端る海便

あの境

が織環号号

る名生

と称活－－

き及部

－ はび環

てか額

てびるっる当

い
２の費はをは

、 他こ消
及入わ当

に公税、問、
消代

定にび札ず該

規告
るめ方に費金

す定地書
費載等請

資る消記税の
きの

を札税す抜求

格入
有にる

し関以金価と

た）否

昭 るめ価 入方要

札予を

和 法札入法
認価っ

年 は定も

な入

海 海にめ格て

北 北

道 道同
境。。月
規 環じい１札

則

活た効

第 生当有

約に

。 環の入

号 部りな

証す

時所時保保関所

約
は事北

金金る

証

道

海成にに、項海

北平
同同免 道

。。す幌

庁年じじ除札

。中

庁月る市

本９
舎
日央

階区

月区び

三北日所

日

丁道

６海

西北

条
３時

火

幌

目札

曜

海中

北市

日

、所境

環区

道央

そ在室北
政札内 端境道

の地環海

金策幌線 数
額課市

を中－

切央

。西

る条

て３

捨北

り区

るは相に

なす下額格き

い

費消額算

者条消、当加

しに税費す

の件
」等価こ た違等税単る

係と 札しとに）と 入反
、たい
。課る費 財入うるす消
と等 規は）税こ税 務札

札

無取業。相 則、の事

環）限

下 室価に

以 境単
限） 務 政制。 財 境のる

者 」範た 則 課のし 規 策

あ札 うで落 い内を と囲

）３

水北

てと ）っ者 。

条

環
境

６

生時西

活
北

室
議
会
号
１目

部分丁 丁

環６

部西

活条

生３

境

）６

課
策
政
境
環
室目

境

アイウエ

目

。丁

廃 荷 駐 駐

棄 輪台さ 車

第

ののき等

場場ば物 台

効扱者当

といで額

。
各るる加

すあを 条

大

イ

大平大

規 埼株埼規成規

模 模 玉式玉模
４売売

県会県小年小小

最す 第

さ社さ売

低る

第価
の。 条

千大名西千大代

氏はア

模者式

歳規澤歳規表株
社

あ小あ小の会

市模市

域１１

ず売實ず売氏

大千

お生６平届

なの月

事規歳

、活日成出

同環ま

の小ァ

法境で年項模フ

保北月概売ッ

第のに９

規
８

北

大模 海

規小 道

模売 告

小店 示

売舗 第

店の
舗設

の管

容容設保

収収施の
容
の

積設

数数面施

台台

舗舗

いアい店月店店

量

たベた舗
新の施

まイまの日内の

舗の

宮宮設店設

市ル市

町表町す面配

原代原を
丁日のに

２取２る積置

計す

目役目合関

丁締

名し
４村４事

番島番る

む

３舗３舗ま

さ店さ店
い

目設目おら

丁を丁に

置
１る１小表

番す番て代
役

かの業締

ほ者号売取

は者原

又う藤

名行

氏を

日舗ョ

条持海３要店シ
名モ

２た石のン

第の道

及ル

の配支称ー

項め狩
べ工所

定す商び

規慮庁
観

づ事働地

基き労在

に
当つ課

、に光

き項

立置 号

ら
法か
地者

模
成規

平大
の

第舗
律店

法売
年小

名の秀

伸
治

号号項

号新

住は

び又

及名郎

称氏次

法住

にび

び及

並称

所名

いに

っに

あび

に並

人所

模見す

規意着

大て到

該
店すう北

売有よ

小をる
す知

を者出道

舗る提海
堀

す書こ

置、る事

設は

第に
）設

者にが

る面と

項出
１届
第て

条い
５つ

定っ
規あ

のが

二

は人

て法

、
り
よ。

にた

よで

のて

者っ

表あ

代に

成。

の平る達

そりき

が

也

周
辺

大
り
お

と
の

次

地年



規域 北

大模なの 海

規小お生 道

模売、活

等

告 に

平 小店同環 示 つ

成 売舗法境 第 い

十 店の第の て

四 舗設８保 は

年 立置条持 号 千

九 歳地者第の

北 海

祝 縦平１縦午そ縦

のの

他に

日 覧成月覧前の覧

３時９ に 期

まかい

関 間年日間時つ

を午は

る 月でらて

す ９
３

道 公 報

２３

出成出縦北北

エ届平届
書覧海海 荷午年

経石

さ前月年等場道道

月縦済狩

ば６日８の所
覧部支

き時
施か
設ら日地庁

第

イウ

開閉客前車入

来午駐出

店式店店が９場口

閉株

自箇

時会時時駐時の４

刻社刻刻車

ア場分動所

号

ア
模式店

模規株開

規大
大

し

店売社刻

売小会時

小
舗店

月 市法か２た

三 へら項め

日

い成規規慮

問平大の配

模定す 合
せ法売基き

わ年小にべ

火

こ第舗き項

る律店づ事

曜 の、に と
。号新当つ

日

、

法

第に大て

）設該い

く５千

律 日除後

市

昭 火。時歳

和 ））

か分に

成て

法 平でし

年 らま対
も

律
第
年協

１力

に午域商

６頼 ）
月依 号

課働

い９業労

お後産工

ば課

さで光

荷ま観

て時

午をか車

と
こ

う
行

を
き

後イ前後利らの

午ベ午
９用午出 ８ル

の

る９口

時時時す後入
数

こ時
と

午

間
時

る
きで

でま
が分

施にむ前

の舗ま

設おら
業

方売
営小

運て
のい時

の
る者

すう
関行

にを
法

を

条い模見

５つ規意

事

出店す

１届売有

第て小
は

規あを者

のが舗る

項
。す書

にた置、

定っ設

次がよ

、者に

りる面

よ

行 規
日を に

のそり

休
ま定 る
）予 す

月う 定

あ 日
でで

日で に
曜の び
日る 並

、、

土縦 月
曜覧

帯
間
時

る
き

で
が

日場 日

店
閉
び

及
刻

時
店

項開帯

お周成

との平

刻
時

り辺

式客 小株株来
イ

大地年

ら
及所 か

駐 会会 売が 式

民年間

国時 翌
び、

大大

アイウエア

規駐駐荷廃規大

模車輪さ棄模規

等売小

小場場ば物小模

売ののき

規成規

表大平大

代アイ

模

者株埼株帯

の式玉式広模
４売

氏会県会市小年小

名社さ社東売

規

大フ旭大名土旭大

氏

市模神模

規ァ川規田川
売

小シ神小怜居小

模ッ

届

月
１１

売ョ居売子２

事

日成出

６平
ま

社 北月概

に９の

で年項

を 者まイ場 しダ 業車 社
午午す

用 名らチ利 むイ

る
こ 前前年 開

９と
る

前き

午で 店日が 時時

店

店収収施の店売

時７

の管の舗

舗容容設保舗

施数数面施施に

の台台

て

のののい

設積設設お

に方売

置量営小

配容運
にを

関法業

す

関行 る

ダ５店月店

事すう 台台

舗

しい
またイ条舗
新の

むまイ南の日内

ら市チ

す面

原目を舗

宮丁設店

表２表番る積

代町代６

締目締合

取丁取地日の

役計 役

７店、条店

藤４長
番社

に

舗セ条舗土２舗

店ン
丁設目お

のン１を田丁
て

称ー目置敏２い

名タ

小

及し１す之番

びま番る

ら号の業

所む２者号売

居か名行

地神ほ氏を

在

日
海３要

、は者

店又う

観
働
労
工

商
庁
支
川
上
道

間

時時

課
光

店後後

閉午午

刻）
分帯

時時時
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三

店
項開
事の
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刻
時
店

閉
び

及
刻

時

ダ名の

男
保

郎
次西

秀小

は

チび又
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び及
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居所名

神住
あび

に並

人所
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にび
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よ
る
す
着

到
に

っに

堀

こ
る事

す知
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提海

表っ
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が
と
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。
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で
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域１１
大フ

お生６平届

なの月

事規ァ

、活日成出

同環ま

の小シ

法境で年項模ッ

保北月概売ョ

第のに９

舗セ

条持海３要店ン

８
第の道日

北 海

規 北

大模 海

規小 道

模売

ので

告

小店

１縦午

示

売舗

月覧前

第

店の

３時９

日間時

舗設 まか

立置 号

を午地者

でら

道 公 報

３

祝 出縦北北旭縦平

届の
日 書覧海海川覧成
に 等場道道市期
工９
関 の所経上商間年

る 覧部支観月
す 縦済川
地庁光３

第

出成

エ届平
２

荷年
日８ 式式 さ月年 小株株

社社 き月 会会 売 ば
施業

設日 しダ

号

ウ

平午駐５

成前車箇
十８場所
四時の

年自

九

振名タ

２た胆のン

分動

庁及し

の配支称ー

項め
工所む

定す商びま

規慮
働地登

基き労在ら

にべ
、に光店

き項観別

づ事

か
大て到

該いに

当つ課

く５ら

除後法
成規

。時平大

）
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２３

地年

海

出成出縦北北
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８利らのお

舗前後を

に

後入て

お時時用午出い

時のさ

てる８口荷
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又
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に
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検
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条を職属上

道
とつ理機

第のに処、

例
。りて機検

号おい、械

下うう加、

以行行械査

。。工機

登へ行

後、市施
条、械
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５
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月会

目
丁

面１

通

日ら 日
９

月

）す

日知

日 期９２５

月月月

）
日

日日 に
分

区

日）））

日日水

、
じ
応



協１ 北

次な定 海

のおの平入 道

と、適成調 告

達
札

おこ用 示

りのを年を に 第

一入受９す 付

般札け月る す

競にる３賃 号

争係。日借 る

北 海

他
の

そ
７

道 公 報

６

交 格 者能の

格合技書

合

格 表知合 発通定付 の検

等書証

第

請同な料

申を数

イ手
５

在す、納

請書封おの

申
」こ送方

を中る郵付

書
送ととに法

郵

号

請た

平書 なも

成用 おの
十紙 、）
四請 申を
年求 請同
九

調項品

入る物 事 」 書封

達等

札

称

下、名

以はの
及 入

と月量

」４数

札年び

い

志事ると

。マ月

う日１

あ

者能支務試がも

格技

又は少る

に検庁所験、

北にあは、数。

は定に
て海則場

海つっ北原の
しは

知ては道と合

道い
の明経業て近

事不、職

者面特厚
合な済能、く

労

まを能にで級生

験技
、知能働

た受検は通技

申な合北す検大

、け定

。、の

請か格海る定臣

をた及職１合

書っ者道
実能技証

受場び業級格

。よ

付で技力能書

け合

き場実数除

よ書る

に朱

お受

提し合技料なを

り
出、は試

、け す試、験

実よ る験受の

技う

免期数試と 円 場の付手

る は は除間料験す ） 合

、 、を内又

記学験 申 書受の前は試

請 留け消

月と のす

三朱 用る

日

送
し 郵。

き をと
書 紙こ

返 に
、

火

用 り
信 よ

曜

筒 求
封 請

日す

シり

をケた

）ラ当

あ る

海価

すで北単

施ュの

実
れ事

さ知

。成道）

る作

部力受の

達
調
府
政堀

た

者場

証は商開検会

格点
を各労協のに

書、工発
課に住合

交支働会居統
て、

す経）問しし

付庁
。部後合い又

る済、い

工支せ支実

商志わるは

働小こ管を

労庁る庁施

も試開検を

観樽と内中

協及２

た手験発定、

け

技

は料は会び級

後数又

返科平一能

、は学が単
級定

請還試成等検

申
をし験
い３能は

取なの年技又
定級

下。ず月検３

りい
げれ

に
場に合能

たか日の技

のの試係 書 郵よ印３科
験る を 便う
しするアの手 提 ととあ

除料 す 、るもに免数 出

はにげをは る 封者の掲

納 に の、限る受、 際 筒

受）よ付 現 表そり額け
で に資け及うを 金 面の

納 格付びと要

科るな 付 技をけ学すし

、
を は

先 合
て 場

能証る

面郵 表、 のし 筒
入 封

記
手

切 に便
技
能

４５

る
す也

関
に達

検円

便海話札入

契郵北電入
号行

条 査番道番執

約 審
行産の札 項 を号水

場 を林

課工実す

光商。で止

っ

労施る

か
るうアイウ

後働すこ

請

、審請

はの申申申

者
かの類

ア査書 請

又格）者定

合合火格検

試た書は合

はしににの

３

証こ条
。付条 道当明当と件こ

物た物一の の が該し該

第 札 う品者品般５ 入 行

。試場い す

指にでに競

、 こ 定る験合。 る 検す

２
。 検面手免 と 受書の

報

契納札の平情

入次び
シ

にい成

参ず
すに北テ

加れ年ス 約入

申っ
検は
受を
定分

ネす入 ンを
リ達
マ調納

ッる

及 す場 た－務－所 示

部 と

び 場企－ き
は所画日所
時 、北調

海 内 査道課北産

審海整

札
務 果幌道 線林 結札

部 を市

市
１ 申中－幌
号 請央

中

請提

ら申の のの

会 者区

し期法先

まを出

時方 ウ

申け郵北電

定け
にな

で
ば成請れ便海話

めれ平
書ば番道番

る
とな

ら産

こら年類な号水号

ろな９の

林 にい月提な

２ は

よ。３出い－務－

るし入項 、 名関あ関争
方 争、こ、札の 地 競し

求加定 自 入迅と要参規
法 にな仕資に 治 札速。
守書のる 施 関保様格よ

査件 令 るサに審条 行 す

付

指ー記

般 和 をスの一 昭 名ビ載

停・要

者該道開 期場るも海ム

間所必す示の

に当告発
格

要る第資

なこ
又有

平のる入資と号を

と説はす

成範こ札格。

囲
有書成こ

年内が明平る

で

と 月平り及

借期 ト賃

１成得び年。

スの
シ等

道品限

海物
北

ム様成

テ仕平

用等
機年

器
等入月
札

条北室 通３区議 に北央

知

丁西送 る６条郵 す西３
合

場 目る 丁よ 目６に 。

庁郵
道、

海は
北

部 り日先。

企－ 、の

２火指画

の）示北調

かに海整

り札内 及らよ道課
線 び

日作幌

に成市

掲月し中－

げ）た央

書３

資で請北

るま申区

止メ件競
格

れテを入 政 さン等争 年

いンたで 第 てナ満札 令

なスしあ

こ体いの 。

いのてる 号

。がこ、 下

と制るで 以

整と入
参 」

さ証に 令

備を札 政

る要北

れ明

日

仕道

か年。求海

ら

書示

平月様告

成
日に第

。に

３限る号

年をよ９

に規

月度

物

で契る

ま該す

日当定

式明
一説日

。約

書
様

仕
求

要
び

及）
書土

八

舎号
庁番

本便

。
る

よ
に

階

提６

有を西

を類条

水－

と

どな

かし目

る出丁

す 者うよ

いたし い

てし加
す

とあと ）

こでう 。

る 賃

だ間の

た期品

をる第 す及

予長借

、延貸

しを
算



者

アイ

額て事

平 落で 分 業 落をた

成 の 者 札加金札あ

十 で 決算額者る

四 とか あ 定し）

年 る にたをになを

九 当金も相っ申

北 海

９

に入

内を契要そ号

囲者
書札 あ札掲札

約 で落開

てとる額 作

の っ者げ金
札係

成に 最す入に の時

の。及る のお 低る

道 公 報

７８
務 。札交交

第う入落財
札

）説

の 付付 の則 第明者 条規

書第

の ７
条決

交 及

付 び条 か定 場方

第

６

開開入証入

入税保

札に下を保

札札以金札

参納証 札
日し費すの

加消付金 保
よ税る納 証 場

号

か

日
札

入

月 免 た額っ当たし

三 税 ってす者出

日

金、こ

事 て当落るはる

、金価額落と

業 は該札

決た で 入額格を札。

者
あ 札にと入

火

書後し る 書１す札定だ

か に円る

曜

記や落 を 記未のに速、

問 載満で

日

すに業 わ さの、載か札

て 価び消 要い

ず れ端入

２の税

、 格否他こ費
に取

規 月告の

に １公等

る りめい

す た定扱

定 当

に
を 価札

格 単入
資 のる

に方 北第 ら

し を関
有 ）

関所法法 海１ 第
す 道項

務規 条る 財の

項海海の 規定

ま事北北
水所よ

の道道場 則に

で
定札
林交定 和

め幌産でり 昭

め

る市

と中務付
企る 北予

こ央部す 年た

と」との

う等こ付

ろ区

るい除

すと。免

所時金
者う、

、）付

でにには。納

ま

法

必じじそ相方

に同同

は

）者額等

着。。の当

配
時

積む地

見含、

のを

部平
企成達
証 画

郵

北調年明

海整

で

道課月便

札）
市出

幌日提

こ費が 、 た数札る消者

額あ参と税共 見 金がに

の企 も にる加。等同 積
た

該きる課業 っ 当とす
、は事の １

金は者税体
者合 当

のそ、業場 月

額
の消
端費でで た

るっ の の数税ああ り 分
金等

る
な もす

に額にかて 契

札に
の 入件

者 て条
い っ

た違 し
入 、 なた 札 効し 入 有反

限、 規 には 務 札札 財 入
価

に北画。 海定
る無 則

則
る条整 規格

よ３調 道
。西課

月

６ 第１

丁

単

下の

以り

。た

目 号当

自

も。方
規の

務）
価 財

法

たの治

っ）
契

施

額令 の 金行 分 約
に
費当和

消相昭

税す

す

び以令

及額政

法る年

前と

区午こ

央）る

中火
と

北
３

、

条時し

西
丁成

６分平

目郵
送年

北に

海よ月

そ 金

相を係免、 約

道る

すり課事の 額

当切る税
定

る捨税の業構

北

森を

合を郡

海 様

解 道

除
林 三日似

告

す
法 石高町

示 郡東大

る 第

予
昭 三部通

和 石森２

定

。効 第

町林丁

）と
。

た各る

しす 条

う 北

昭に 海番

和改平平 道

正成取
地

告３
町 年す 示」

北る年森 第

海。９林
に
改

道月組

い範

との
限 」

則制

．．

地上第

方の
費札）

消入号
． イ

契日こ詳

所約本の細

の語入は

手及札、

続びの入

産合

水場日

務、）

林は金

こに

員る約名

成す契
ア

部。す

一と関

の

で 号

る
法 本合」あ

年 字組目
浦。
律 町を

第

河ひ 番郡だ

第 を河南） 」浦か号 地
削町森
堺林

１２

西合の 、町組条 り
め

浦

告３合 号

示日

、
流
門 第沙
別
郡町

林 取
森 号平

道町
合 海本

組 北町
沙 林

郡 改地
流 業番

に日執札 在

お本行説

い国は明

地て通、書

使貨公に

用開よ

郵電すする

便話るる。

番番言。

号号語
及
び

－－通

担

事を称

税務

免事

にる
道

いる海

がす北

者当

業

名林

きの産

と織水

る組

似２ 河丁様第

、称務

は

林番様の 森３郡項 町目
似規

通よ

」大に 合号町定 組

丁、 河、２り 浦に
郡九

の 浦様目次

似

善３

森地う 町町番よ 河
字 収

町 金を
別 資」

門

務北川町 事流
本 納沙

の海森
合」

人知組地

私道林番

の流

）堀沙び

託及

委事

貨
－
北

幌線 札内 道
海

市
中－
央

画

同び企

共及部
３
北

区

消課

体地整

業在調

企所

に 緑 者
業
事

税
免

等
税
費

合に安 ２組」保 町林４
る指 １様めの 地改林 番

。 」似

を達取町

部平石

一郡三

よ町組

の也本林

次町森

提
を
書

請
申

目
丁
６

西
条

出



２

調借納札の
入次

達にい

を上入参ず

ラる期場すに

ドす加れ

ブ品間所者該

イ物るも

北 海

１

の平入

次
と成札調パプ

に達ーリ お

ナタラ

り年付をソンド

月るるルーイ

一９すす
項貸ン

競３事賃コブ

般
争日

道 公 報

海
北
道 備

告 場保た解え

示 所安目置

第 除 林的次い

とのて

し図縦 の号

指はに

て」覧

第

２

場保た解え解

備

所安目置除

とのて定

除 林的次い予
林

て」覧安 の し図縦保

指はに

号

１

成解

平
平除

成年予
十９定
四月保
年３安
九

要る

の必す

等に当

日林

でり海なこ

仕平内有北

、得道資と

様成
等

成。設

年平る建格。

部 入月

築

札１年建

説日

備

１明か月整

台書ら

札物ュ

入借ピ

及平日室

品ー
名

下の等

以等タ

と数

」び

札及式

入称一
１６ い量

。
う組台台

由略る

さ省す

定、供 理
路の

魚道そ
、）

し。

れ

す北
とを

地面

き用図

つ

所

定、供の 理

た道
る海

し。

れ由略る在

さ省す

砂路の梨

土道そ目

、）
を臼

崩地面羅

の用図郡

防る海岬

のす北町

壊と

備た道町

月の

三所

日

梨
目

在

火

羅
郡

曜

町
臼

日

限画

び成を計

町
岬

要

当課

仕３に理

求年度管

該

様月
書

間

るで期

よま約

に日契
予す
し長
だ延
たを

。。

北り

施た

実当

を月

）１
）

知価

。道単

る海の

す

部
済
経

庁
支

室
め根

堀
事

め根７

臼
羅
び
及
課
務
林

庁
支３

室の

務示

林に

部図

済の

経次

臼限

羅に

び分

及部

課す

３
の

７
事示
知に
道図
海の

北次

のこ
算る

限
に
分
堀部
す

囲が
範と

札札提提開に

入入そ号
の 加加出出げ

札 参参掲

込望期場入
時 申希る の

１っ

８９

也
達

札の入約

落北項て契要

の定作

道 者規札書

海 交

財 付
方定よ効の

務 決に有成

５６７

に
場
役
町

札便め札交

入入郵認入
い明付

保又な説 札

開開

場

金電も書 保 札札証は

役。

町る
場日は報のの

３４
に
場）

約海海札入入

契北北入
建行札札

入条道道執

納

場日

たを幌設の

し項札

也）
。
達る

賃示市部場

有行

成をが

平格道
資

書者札
に 北る指

年すう

、び
い のは限所他及

お

平札北の
、 出次こ
て 提

道告
に よ成幌海公

２ に

市規 り
９央設定
定 所年中建に

建る
る の月区部め

す 定

北資 入
参条整札
格 札日３築入

定入否

則 方りな要

規

を

法法

予限

和たに

昭め札

北

北 道場価。

年 海の定る

道 設でのし

海 建所格）

則 建付限者

規 部交制た

整る範落

第 築すのを

除よす付所

免にと交

証

入。関

するるに

所時金
。札す北

る

項札

同同事道

ににる海

所

区
央

中
市

。。幌

じじ

場央築及所時

貸す中建

品北備日

物所区整び

借

海海成

に３室時北北平

関条計

し西画道道

理幌９９

、６管札庁年

速目課市階月

迅丁

な中建

海こ名
フ区部

ア央設日

第札

示入

告。争

道と競
に

成名

平指

はる

又す

号関
を

６室関
有 加西備に

年停

目画る
な 込丁計す

し 申

の 提理件
者 を管条

い 書

入 る反 た す違 し 出課に
札 財 。入 、 とた 札 こし
は 務

と

。 室内者

号 備。囲札

管低る

下 画最す

以 計で
則

規格 務 課価 財 理の。

北

り うた い当 と月 」１

タ北建午

目
丁
６

西
条
３ ー３築前

サ条整

ス丁入

ビ６室

ー西備時

。
と

こ
な

能
可室

が目札

示い

告て

道れ

海さ

北止

にと

号こ

９い

第な

一規。

〇
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第
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